
2010年10月23日

環境大臣松本龍様

(社）北海道自然保護協会

会長佐藤謙

北海道における新しい国立公園の指定、とくに「日高山脈・夕張山地」を

国立公園として早期に指定することの要望書

環境省はこのたび、新たに指定または拡張すべき国立・国定公園の候補地として全国的な

視野から18カ所を選定し、そのうち北海道の国立公園候補地として「日高山脈・夕張山地」

「知床半島基部」「道東湿地群」の3カ所が含まれることを公表しました。

これら北海道の候補地は、いずれも国立公園として優れた資質を有していると考えられま

すが、今後、具体的にどの部分が公園区域に含まれ、どのように保護・利用されることとな

るかが注目されます。当協会は、いままで指定された日本の多くの国立公園が、高度経済成

長時代を中心として過剰な観光利用などのために開発が許容されてしまったのに対して、新

しい国立公園は、地球環境時代にふさわしく生物多様性保護に立脚した、自然保護重視型の

国立公園として具現化されるべきものと期待しております。

とりわけ「日高山脈・夕張山地」については、すでに当協会が環境大臣宛てに2006年1月

30日づけで「日高山脈と夕張山地を新たな国立公園に指定することの要望書」（別紙添付資

料）を提出しております。私たちは、その要望の趣旨も勘案されて今回、候補地に選定され

たものと理解し、一歩前進したことを喜んでおります。

ところで、「日高山脈・夕張山地」候補地は、場合によれば、すでに指定されている日高

山脈襟裳国定公園の区域拡張として夕張山地を包含する可能性も残されていると新聞紙上で

伝えられております。しかし、「日高山脈・夕張山地」は、一体となった国立公園として傑

出した資質を備えておりますので、国定公園ではなく、国立公園として早期に指定するため

特段のご配慮をいただけますよう、ここに改めて強く要望いたします。

「日高山脈・夕張山地」が、なぜ国定公園でなく国立公園であるべきかの理由については、

当協会が2006年1月30日づけで提出した要望書（別添資料）に網羅的に記述しております

が、ここでは以下に3点を強調しておきます。なお、林野庁長官および北海道知事に対して

は、本要望書の写を添え、別紙写のとおり要望いたしましたので、ここに申し添えます。

記

1．日高山脈・夕張山地は、我が国の生物多様性保全にとって極めて重要な地域であること

「日高山脈・夕張山地」は、固有植物や著しい隔離分布を示す希少植物に富む植物相を筆

頭にして多様な動植物から構成される生物相を有し、我が国の生物多様性保全にとって極め

て重要な地域である。例えば、北海道内の主な自然公園で固有植物数を比較すると、大雪山

の14分類群と知床の4分類群に対して、日高山脈と夕張山地ではそれぞれ23分類群と22

分類群が数えられ、後二者を合わせた日高山脈・夕張山地全体として傑出した固有植物の多

さが特徴となる。その理由として、第一は、アポイ岳や夕張岳などにおいてカンラン岩や蛇
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紋岩と結びついて分化した、一山岳あるいは日高山脈・夕張山地に固有な超塩基性岩植物が

多いこと、第二は、日高山脈の中腹に散在する崖地や夕張岳の岩峰群を構成する輝緑岩地で

も、同様にこれらの山域に固有な輝緑岩類植物や希少植物が認められること、そして第三は、

夕張山地北部の嵯山において北海道に固有な石灰岩植物や希少植物が多いことである。以上

の特徴は、一体の構造山地として形成されてきた日高山脈・夕張山地の地史を背景として、

この山域では、地質の違いに応じた植物の進化・分化や分布過程における特殊岩地への遺存

が生じたことを示唆する。他方、第四の理由として、ヒダカミツバツツジのような北海道固

有植物やコゴメウツギ、モミジショウマなどの著しい隔離分布種は、ルーツを南方系とする

希少植物であるが、日高山脈南部の山麓域に集中して認められることが挙げられる。このこ

とは、日高山脈南部が地史的な寒冷期に道南の渡島半島部や東北地方とは隔絶された、南方

系植物のレフュジアであったことを示唆している。

高標高で寒冷なカール地形が残された日高山脈北部～中部、気候が温暖な日高山脈南部、

そして比較的低標高でも北方系植物の遺存や分化に大きな役割を果たしたカンラン岩・蛇紋

岩・輝緑岩類・石灰岩などの特殊岩地のように、多様な自然環境が国内でも傑出した多様な

生物相を支えているのである。

2．日高山脈・夕張山地は、国有林・道有林が大半を占めるので、IUCNの「Ⅱ型」に相当

する日本では数少ない、国際的に認められる国立公園となり得る高い資質を備えてお

り、国の責任で保護・管理すべきこと

我が国の国立公園は、公園以外の目的に供される私有地・公有地・国有地を含む「地域制

公園」であり、土地所有権などの権原に基づき厳正に自然保護ができる「営造物公園」では

ない。そのため、IUCN(国際自然保護連合）が定める自然保護地域の類型区分によると、我

が国の国立公園は多くが「Ⅱ型」の国立公園ではなく、「V型」の自然景観保護地域と見な

されている。

そうした中で「日高山脈・夕張山地」の国立公園として想定される区域は、その大部分が

国有林と道有林に属し、民有地がほとんど含まれていない。また、近年の国有林．道有林の

森林・林業政策は、木材生産重視から森林の公益的機能重視に大きく転換されたので、国有

林・道有林当局の特段の理解と協力が得られるならば、「公園の指定目的に反する開発や居

住を排除する」厳正な保全を行うことができる。これらのことから、とくに「日高山脈．夕

張山地」は、日本では数少ない、IUCNの「Ⅱ型」に相当する国立公園と見なされ、地域制

公園でありながら事実上は営造物公園として、国際的に認められる国立公園の機能を発揮で

きる可能性を有している。

今回の環境省による候補地選定において、「日高山脈・夕張山地」は国定公園の区域拡張

の扱いとなる余地もあると新聞紙上で伝えられているが、IUCNの「Ⅱ型」となり得る資質

を有する自然は、国立公園として、国の責任で適正に保護．管理を図るべきものである。

3．日高山脈は日本最大の「原生流域」を包含しており、知事管理の国定公園よりも国管

理の国立公園の方が、厳正な保全を期待できること

一つの可能性として報じられたように、「日高山脈・夕張山地」を知事が管理する国定公

園のまま区域拡張で夕張山地を包含させる場合には､知事が道道に認定した日高横断道路(道

－2‐



道静内中札内線）の扱いをめぐって、厳正な保全を期し難いことが懸念される。

日高横断道路は広範な自然保護世論の高まりに押されて2003年に工事が「凍結」され､事

実上中止されている。しかしながら、知事としては国の「開発道路」への遠慮があると思わ

れ、また長年にわたり建設工事が続行されてきた事業を自ら全面的に否定することが困難な

ためと思われるが、その「凍結」に際して述べられた知事の公式説明は、「道路整備の意義

は変わらないが、今後、多額の事業費と長い時間を要する」ので「当分、新規の改築工事は

行わない」というもので、凍結に自然保護や生物多様性保全に関する理由は認められない。

ここでいう「道路整備の意義」とは、自然公園における公園利用計画には該当しない（公園

事業ではない）車道であり、公園区域外の地域活性化を図るため必要とする「広域幹線道路」

である。このように、日高横断道路は、論理的には工事再開が可能な余地を残しているので

ある。

ところで日高山脈は、前項までに指摘した特徴の他に、日本最大の「原生流域面積」を有

する原始境である（平成13年版・環境白書）。環境省の第4回自然環境保全基礎調査「河

川調査｣によると、日高山脈襟裳国定公園の原生流域面積は､流域数20,総面積約47,820ha

の内訳で第1位となり、第2位の大雪山国立公園（流域数7，面積16,930ha)や第3位の

白神山地自然環境保全地域（流域数4、総面積12,648ha)と比較して、突出している。こ

のような日高山脈を知事が管理する国定公園のままにするならば､原生流域を二分するよう

な日高横断道路の建設が再開される懸念が残るので、国際的に高く評価できる資質を有する

当該地域の自然を厳正に保全するためには、知事に管理を任せる国定公園ではなく、国が責

任をもって国立公園とすべきものである。
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2010年10月23日

林野庁長官皆川芳嗣様

(社）北海道自然保護協会

会長佐藤謙

北海道における新しい国立公園の指定、とくに「日高山脈・夕張山地」を

国立公園として早期に指定することの要望書

このことについて当協会では2006年1月30日づけで林野庁長官あて「日高山脈と夕張山

地を新たな国立公園に指定することの要望書」（別紙添付資料参照）を提出しましたが、こ

のたび環境省では新しい国立･国定公園の指定候補地として全国から18地域を選定したこと

が公表されましたので､本日、別紙写のとおり環境大臣あて要望書を提出いたしました。 こ

の国立公園が実現されるためには、「国民の森林」として公益的機能を重視する国有林当局

の特段のご理解とご協力が不可欠であります。

その基本的な考え方は、2006年1月30日づけ要望書に記載したとおりでありますので、

その趣旨を踏まえ、特段のご配慮をいただけますよう、お願い申し上げます。
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2010年10月23日

北海道知事高橋はるみ様

(社）北海道自然保護協会

会長佐藤謙

北海道における新しい国立公園の指定、とくに「日高山脈・夕張山地」を

国立公園として早期に指定することの要望書

このことについて当協会では2006年1月30日づけで北海道知事あて「日高山脈と夕張山

地を新たな国立公園に指定することの要望書」（別紙添付資料参照）を提出しましたが、こ

のたび環境省では新しい国立･国定公園の指定候補地として全国から18地域を選定したこと

が公表されましたので､本日、別紙写のとおり環境大臣あて要望書を提出いたしました。 こ

の国立公園が実現されるためには、日高山脈襟裳国定公園および富良野芦別道立自然公園の

管理者としての知事、北海道有林管理者としての知事、道道静内中札内線の管理者としての

知事、さらには北海道の観光振興を道政の基本に掲げる知事など、多面的に北海道知事の特

段のご理解とご協力が不可欠であります。

その基本的な考え方は、2006年1月30日づけ要望書に記載したとおりでありますので、

その趣旨を踏まえ、特段のご配慮をいただけますよう、お願い申し上げます。
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(出典．北海道自然保瞳協会味『北海道の自然」胸44. 2006）
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生

田
載
観
か
ら
公
益
的
檀
飼
亙
祖
へ
転
換
（
平
戚
十
一
年
竜

通
有
杵
園
営
の
木
材
生
崖
壱
目
的
と
す
る
管
伐
・
択
伐
の

廃
止
軍
成
士
二
年
）
、
主
要
遠
近
砂
内
中
札
内
録
百
高

崇
檎
断
滋
路
）
の
建
殴
中
止
（
北
海
道
、
北
冨
遭
開
発
局
、

平
成
十
五
年
）
な
ど
、
自
鱈
環
境
保
全
に
と
っ
て
有
利
な

状
況
鋲
生
哀
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
鋲
っ
て
国
有
神
当
局

お
よ
び
遠
有
井
肖
局
の
理
解
と
憾
力
が
得
ら
れ
る
な
ら

ば
、
ほ
ぼ
全
域
鋲
特
別
保
厘
幼
区
と
庫
一
画
特
別
飽
域
か

ら
な
る
、
事
実
上
の
『
営
遼
物
公
団
』
に
相
圏
す
る
国
立

公
国
を
実
現
で
包
る
可
鯉
性
空
秘
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
徹
は
、
琢
境
省
誤
定
め
た
「
自
錠
公
国

遇
定
展
債
」
の
毎
一
要
件
（
丑
賦
）
、
第
二
要
件
（
土
飽
）
、

粛
三
要
件
（
遼
患
、
箆
四
要
件
金
翻
巴
の
す
べ
て
侭
お

い
て
、
高
い
秤
伍
鋲
得
ら
れ
る
資
質
宅
有
し
て
い
史
す
。

北
海
逮
紀
は
、
す
で
健
阿
癖
、
大
固
山
、
支
笥
澗
鷺
、
知

鴎
利
尻
礼
文
サ
ロ
ペ
ッ
、
例
略
嵐
嵐
の
六
カ
所
の
国
立

公
困
津
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
鋲
、
白
錠
公
園
遍
定
要
領

に
よ
れ
ば
、
国
立
公
園
は
「
篤
一
乃
至
猫
四
の
要
件
壱
具

衝
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
配
■
を
考
庫
し
な
い
」
、
す
な
わ

ち
筒
鋪
歓
に
こ
だ
わ
ら
ず
選
定
す
べ
ｅ
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
主
す
。

さ
ら
に
座
た
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
瞭
凹
然
保
極
追
倉
の

ご
巳
席
陰
嚢
■
色
国
瞬
匡
斡
凰
阜
坪
ｏ
盾
澗
ｇ
昼
戸
菌
鯉
届
騨
負
画
に

よ
れ
ば
、
日
本
の
国
立
公
目
の
大
郡
分
は
窪
有
地
な
ど
を

含
む
『
釣
域
飼
公
因
」
の
待
性
を
皮
験
し
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

ｖ
の
景
纏
保
厘
鎗
域
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
鋲
、
日
高
山

厩
と
夕
憂
山
地
は
、
忍
定
さ
れ
る
公
国
区
蛾
の
ほ
ぼ
全
域

ナ
ル
岩
・
ハ
ン
レ
イ
岩
な
ど
の
深
成
岩
陰
、
こ
の
島
孤
地

蚊
デ
レ
ー
ト
の
上
璽
の
岩
石
で
あ
る
．
そ
の
一
万

山
陳
の
さ
ら
に
面
倒
に
は
か
っ
て
の
海
洋
性
プ
レ
ー
ト

（
埴
賦
）
の
当
石
で
あ
る
オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
津
見
ら
れ
、
島

虹
幼
盈
岩
石
鋲
日
高
主
衝
上
断
層
に
そ
っ
て
こ
の
海
洋
地

銀
岩
石
鱈
の
し
あ
挙
っ
て
い
る
。
し
た
鋲
っ
て
、
日
高
山

鯨
を
東
か
ら
西
に
檀
扇
す
る
と
、
か
っ
て
の
昌
瓢
地
盈
の

洩
部
か
ら
埴
下
二
十
五
画
を
超
え
る
深
郵
の
岩
石
．
さ
ら

に
海
洋
地
鼠
の
岩
石
鋲
楓
腰
で
包
る
。
日
高
主
衝
上
断
庖

に
そ
っ
て
は
、
さ
ら
に
穏
鄙
の
マ
ン
ト
ル
の
岩
石
（
カ
ン

ラ
ン
望
誤
見
ら
れ
る
．
国
の
将
別
宍
餓
醒
念
物
に
抱
定

さ
れ
て
い
る
山
尿
向
遍
の
ア
散
イ
岳
は
こ
の
地
下
一
○
○

画
を
超
え
る
源
部
の
岩
石
か
ら
な
り
、
マ
ン
ト
ル
研
究
浄

ら
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
下
深
遍
に
い
た
る
島
風
（
大
回
）
地

鮫
の
岩
石
の
存
在
拭
況
や
相
互
関
係
署
、
地
表
で
観
鱈
で

ｇ
ろ
と
こ
ろ
畦
、
日
畜
山
厭
の
ほ
か
、
ア
ル
プ
ス
の
イ
プ

リ
ア
香
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
コ
ヒ
ス
ク
ン
符
な
ど
鋲
知
ら
れ
る

の
み
で
、
置
界
的
に
も
８
わ
め
て
貴
武
な
研
究
・
敏
育
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。

ま
た
薪
寛
三
紀
宋
か
ら
露
囲
紀
更
新
世
に
か
け
、
日
商

山
風
の
■
起
顕
如
題
さ
れ
た
た
め
浸
食
が
激
し
く
な
っ

て
、
鋭
い
種
鐘
と
趣
峻
な
斜
面
、
漣
い
渓
谷
を
も
つ
山
岳

地
形
鋲
形
属
さ
れ
、
さ
ら
に
夏
斬
世
後
期
の
複
敏
回
の
氷

期
に
は
、
主
厭
の
京
側
に
－
０
０
カ
所
ぞ
超
え
る
カ
ー
ル

寮
河
糟
形
）
誼
発
逮
し
、
日
高
山
辰
の
山
岳
丑
■
を
特
徴

づ
け
て
い
る
。
な
お
日
南
山
風
の
最
南
増
は
、
約
二
万
年

前
の
マ
ン
モ
ス
の
白
歯
化
石
で
知
ら
れ
る
律
裳
岬
の
岩
鐘

と
な
っ
て
海
中
に
役
し
。
特
有
の
優
れ
た
海
岸
景
観
美
を

形
成
し
て
い
ろ
。

一
方
の
夕
要
山
埴
は
、
前
田
の
北
米
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
の
間
に
あ
っ
た
中
生
代
の
海
洋
性
プ

潮
田
・
公
有
地
で
、
地
域
住
民
の
築
再
も
存
在
し
な
い
た
絹

め
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
回
の
国
立
公
園
す
な
わ
ち
、
①
現
在

と
将
来
の
世
代
膳
一
つ
以
上
の
生
■
系
を
完
全
な
状
■
で

係
■
す
る
、
②
そ
の
地
域
の
揃
定
目
的
に
反
す
る
開
発
や

居
住
を
排
験
す
る
、
③
載
境
と
文
化
に
図
和
し
た
、
粉
神

的
、
科
筆
凸
吋
敦
官
的
澗
勘
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ロ
ン
と

■
光
客
の
た
め
の
概
会
の
装
盤
密
拠
供
す
る
、
と
い
う
田

原
的
な
■
立
公
厘
の
定
■
に
合
致
し
、
日
本
で
は
敷
少
な

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
型
の
国
立
公
■
に
な
り
得
る
も
の
と
考

え
ら
れ
座
す
。

理
在
の
日
本
の
二
十
八
カ
所
の
国
立
公
固
は
す
べ
て
二

十
世
紀
侭
扣
定
さ
れ
た
も
の
で
す
鋲
、
困
土
の
土
地
判
用

の
実
圃
を
踏
ま
え
れ
ぽ
、
二
十
一
世
妃
に
国
立
公
■
の
盆

的
華
大
を
困
る
こ
と
は
、
も
は
や
因
■
に
な
っ
て
い
虞
す
。

そ
う
し
た
中
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
国
立
公
国
の
質
的
な

充
実
を
因
る
こ
と
で
す
．
そ
れ
は
国
立
公
屋
の
■
光
開
発

を
促
進
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
鹸
公
図
怯
改
正
（
平
成

十
四
塁
で
軒
し
く
国
な
ど
の
麦
務
と
さ
れ
た
「
生
物
多

樺
使
の
礪
保
」
に
も
大
Ｂ
く
貢
猷
で
包
る
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

、
型
の
異
国
を
価
え
る
■
立
公
国
を
夕
し
で
も
多
く
す
る

こ
と
で
す
℃
日
高
山
脈
と
夕
憂
山
池
聾
研
し
い
困
立
公
■

に
掬
定
す
る
こ
と
ば
、
そ
う
し
た
電
点
か
ら
も
き
わ
め
て

迂
戟
の
深
い
こ
と
と
雪
え
ま
す
．

し
た
鋲
っ
て
覇
境
省
は
、
林
野
尻
北
海
遡
と
の
連
識

を
密
に
し
て
、
国
民
や
道
艮
の
遼
向
も
汲
み
な
が
ら
．
関

係
資
料
醤
収
鍋
し
て
客
凶
的
に
秤
画
し
、
そ
の
上
で
日
海

山
腺
と
夕
憂
山
地
密
国
立
公
図
侯
徳
地
腱
遇
定
し
、
中
央

魂
境
春
画
会
に
苗
間
す
る
な
ど
．
国
立
公
圃
招
定
に
向
け

特
段
の
ご
尽
力
を
く
だ
さ
る
よ
う
、
要
浬
い
た
し
ま
す
．

ゞ
な
お
林
野
庁
長
官
君
よ
び
北
海
重
知
事
に
対
し
て
は
、

本
要
亘
替
の
写
し
を
鰭
え
、
別
綾
写
し
の
と
君
り
要
更
い

た
し
室
し
た
の
で
、
申
し
題
え
堂
す
ひ

レ
ー
ト
の
岩
石
誼
、
プ
レ
ー
ト
収
束
Ｅ
よ
る
東
側
か
ら
の

圧
力
の
影
辱
を
受
け
て
隆
起
し
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
海
底
火
山
に
由
来
ナ
ろ
枕
状
罰
岩
誤
芦
飼
岳
な
ど
の

山
体
ぞ
形
屈
し
、
夕
憂
岳
で
は
カ
ン
ラ
ン
岩
か
ら
変
嵐
し

た
蛇
紋
岩
が
他
の
週
石
塊
そ
と
り
こ
ん
だ
メ
ラ
ン
ジ
ュ

（
起
滋
の
昼
な
る
岩
倒
の
混
合
》
を
な
し
、
そ
れ
ら
が
授
食

が
ら
と
り
残
さ
れ
た
ノ
ワ
カ
ー
地
瀞
を
つ
く
る
な
ど
、
特

異
な
山
岳
漫
観
鋲
特
徴
と
な
っ
て
い
る
（
夕
愚
岳
の
蛇
紋

岩
メ
ラ
ン
ジ
ュ
霧
は
富
山
桓
物
騨
蒋
と
と
も
に
天
銭
配
念

倫
掬
定
の
筏
製
と
ぎ
れ
た
）
。

風
上
の
よ
う
に
日
竃
山
風
と
夕
頚
山
地
は
、
日
本
列
島

形
成
史
の
中
で
も
将
具
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
山
岳
陰
怠

牧
、
錘
大
で
、
し
か
も
多
散
の
カ
ー
ル
鋲
見
ら
れ
る
な
ど
、

優
れ
た
山
岳
最
■
通
有
し
、
次
に
途
べ
ろ
極
袋
鍛
組
、
原

飴
性
な
ど
と
併
せ
、
日
本
の
瓜
最
署
代
表
す
る
に
足
る
傑

出
し
た
自
鑓
の
風
銭
地
で
あ
る
。

二
厘
鈎
性
の
丑
か
な
嵐
林
と
固
有
劇
に
富
む
盲
山
植
物

な
ど

日
高
山
風
と
夕
頚
山
地
の
極
生
は
、
大
半
鋲
冷
温
帯
か

ら
亜
郵
帯
へ
か
け
て
の
特
微
を
録
す
が
、
地
瀞
・
地
質
の

膨
再
壷
受
け
て
、
こ
の
地
壌
特
有
の
生
国
系
鋲
成
立
し
て

ｐ

い
る
．

臼
室
山
扉
陰
急
峻
な
地
形
の
た
め
、
と
く
に
東
倒
で
は

■
嵐
の
塵
辱
に
よ
り
針
謂
樹
林
鋲
少
な
く
、
グ
ケ
カ
ン
パ

林
が
優
勇
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
西
側
に
は
針
粛
寅

林
鹸
よ
く
発
連
す
る
。
西
側
の
針
溺
団
林
の
う
ち
で
も
、

と
く
に
富
趣
の
挽
冑
付
近
に
は
温
帯
性
の
ゴ
ョ
ウ
マ
ッ
群

落
園
の
天
銭
露
念
惣
、
北
麓
の
沙
漣
川
湿
漣
峨
に
は
里

寒
帯
住
の
エ
ゾ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ッ
辱
蒋
《
国
の
天
然
鹿
念

杓
）
が
見
ら
れ
、
主
牧
紘
鄙
は
ハ
イ
マ
ツ
帝
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
夕
昼
山
地
で
は
、
落
案
広
講
冑
林
、

47
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皿
利
困
智
恵
圃
雅
瞬
掴
、
里
日
⑦
翠
麓
、
急
ヰ
ヰ
４
．
曾

琢
引
可
言
曾
呼
自
頃
早
１
Ｇ
才
割
幹
赴
雇
司
稗
赴
国
涛

丁
宙
％
斗
平
、
凋
畔
４
茸
測
ユ
寓
刃
田
蕃
騨
且
な
塵
司
図

尋
遠
国
の
丑
瞳
討
野
騨
曾
尋
甘
１
ｃ
才
動
噂
曾
冬
耳
洩

周
田
轡
立
国
母
囲
■
①
Ｒ
、
刺
璃
叩
遷
等
弓
間
巾
浬
日

韓
珪
塵
。
＃
比
国
涛
商
事
劃
劇
団

。
§
８
１
輿
才
言
曾
暑
黛
閑
函
恐
々
ｌ
ム
ー
あ
き
邸
四
球

動
嘩
麗
時
＆
色
岡
ｄ
才
、
ｄ
零
割
司
言
篭
手
可
困
謬
江
田

忍
閥
、
壁
日
魁
⑦
曾
酬
１
呼
号
軍
窟
房
自
画
回
＠
劃
」

盟
日
。
届
￥
）
「
圃
回
の
毎
」
＠
劃
題
＃
・
剰
仔
麗
萄
砥
野

騨
盈
目
署
本
圃
、
昼
￥
司
囚
轡
軍
国
淫
瞬
凋
、
睡
日
、
司

竪
菅
曾
坪
蝉
園
⑦
酒
銀
辱
ｌ
ム
ー
畠
さ
騨
廓
零
コ
⑤
淳

・
量
寵
ユ
寓
騨
固
醤
喪
画
事
幹
越
⑦
￥
害
宰
日
利

悼
邑
、
ｄ
鉢
１
勺
五
画
対
萄
三
重
三
、
￥
￥
砥
皿
）
「
濟

駒
頂
醤
遥
団
零
幹
肇
盟
苦
申
圏
、
塁
Ｂ
」
拝
週
釘
稗
、
１

１
可
「
林
野
壬
尋
印
蒔
宣
嘗
牟
醤
紗
轟
轟
＃
壁
写
涜
王
の

国
宍
印
」
利
毘
遥
牢
⑦
固
署
竃
国
華
配
閲
、
躍
日
専
寧

・
曾
啄
ユ
蚕
厘
秤
司
言

「
，
曲
１
色
圃
剥
駒
野
磁
＠
才
、
畢
陽
尋
の
１
句
司
甚
早

画
・
吾
固
導
駒
碑
針
⑦
亭
轡
謁
働
毎
鋤
零
曾
卿
廊
副
千
四
」

、
列
副
既
割
圃
轡
な
国
ユ
ィ
コ
践
巫
の
■
、
９
９
坪
才
⑦

「
窟
独
率
囲
料
勘
今
鴎
零
。
鐘
』
１
Ｇ
坪
ヰ
ィ
・
缶
筑
１
坪

９
洋
画
創
建
砥
⑦
Ｒ
々
四
回
才
。
（
右
図
十
詞
‐
雪
訂
理

硬
困
謬
涛
目
利
『
割
画
の
尋
勘
修
踊
壼
匡
霊
卿
年
割
月
な

団
箸
軍
国
・
争
厚
鞍
羽
窮
な
賓
已
９
９
卓
草
画
②
尋
群
争

既
雪
羽
薗
蓑
瀞
目
奪
駒
騨
画
な
ｆ
牙
①
宮
。
曾
闘
ユ
ニ
且

轟
群
解
⑦
一
固
守
１
句
■
ｓ
膿
，
Ｂ
￥
孝
土
盲
騨
言
、
剰

惇
辺
①
「
群
目
の
４
噂
Ｇ
参
」
＠
打
、
畢
日
外
辱
な
ｆ

ｏ
曾
嘩
ユ

珊
十
１
画
０
斗
ｖ
、
国
羽
目
召
軍
囲
調
野
鄭
茸
巳
靭
蚕
創

齢
画
裏
騨
目
背
番
も
古
血
動
奄
ｎ
ａ
ｏ
曾
輸
１
Ｇ
な
。
、
画

群
目
の
風
砂
利
皇
（
尋
震
返
瀞
響
目
函
田
）
Ｎ
ｏ
ｎ
ｌ

程
与
刮
隷
謎
囲
蕃
立
国
の
Ｎ
＠
，
１
斗

。
量
輸
１
坪
鼻
固
遍
訓
駒
響
廃
園
剰
掛
酵
勘
襲
士
晶
靭
群

目
将
伍
、
易
尋
《
虫
幸
弓
窒
凹
劇
画
劉
呈
虫
画
母
為
儲
単

廿
中
）
ｌ
厚
侭
斗
母
、
関
、
里
日
・
《
国
司
勘
》
Ｉ
序
侭
牙

Ｉ
矛
侮
員
署
〃
潟
よ
、
《
囚
粟
国
）
耳
薗
叩
里
日
、
剰
討
寓
廟

塵
田
圃
、
鄭
零
、
口
碑
１
呼
卸
■
竃
廃
■
中
、
（
印
貼
導

が
）
⑦
Ｒ
噂
番
畠
若
司
図
弾
、
ｆ
色
声
司
笛
五
且
註
叩

・

旱
崖
註
、
酒
幹
、
註
叩
血
孫
ｆ
シ
註
巾
６
毛
口
穿
鼻

必
辱
レ
ー
で
丑
、
溜
踊
。
頓
専
＠
局
辻
易
、
書
郭
司
仔
暑

・
曾
悶
１
呼
弱
好
雄
、
蚕
の
，
号
、
９
坪
可
宮

曾
啄
１
Ｇ
可
、
の
「
ｍ
芳
且
宰
日
」
の
菫
浮
田
墾
利
缶

言
室
Ｏ
、
三
暑
濁
瀞
⑦
劃
翠
轡
導
寧
、
勺
塵
割
尋
麺
竃
瀞

目
令
冴
ペ
ヤ
し
Ｙ
ｍ
蚕
辱
騨
尋
一
利
署
し
涛
坐
互
一
の

曇
・
曾
唖
１
坪
章
句
画
９
軒
ご
郵
匂
奄
轡
・
１
句
可
『
臨

画
①
ｍ
署
剰
岡
、
里
日
」
羽
９
噂
鯵
醤
聞
、
避
砿
平
⑦
蚤

ｏ
画
筆
呼
寓
頃
印
図
画
嘩
仔
才
２
４
県
酔
剥
ｌ
ｈ
ｌ
氏
年

が
晶
〆
・
寓
砺
騨
酉
の
単
、
〆
よ
』
多
９
茸
１
呼
Ｂ
ａ
刺

困
遍
の
磨
塀
、
甚
卑
醐
冴
一
・
利
毎
厘
￥
の
間
刷
里
日

ｌ
ｎ
１
病
年
辱
品
〆
琢
醐
薗
琶
ユ
富
唾
の
、
在
￥

・
曾
画
１
Ｇ
＄
盈
尋
醜
厘
監
呼
⑤
頓
塵
討
嘩
窟
轟
圏
勲
等

普
欝
薩
群
日
、
ト
ヰ
缶
劇
呼
密
の
鷺
画
涛
目
曾
才
。
奪
永

藍
囲
⑦
璽
号
、
利
廓
、
苗
辱
可
聾
、
睡
日
。
ｆ
才
の
言

・
斗
呼
浄
書
ｖ
津
さ
き
彫
剣
瞬
字
画
群
垂

⑦
田
廃
鹿
匝
、
、
呼
津
戯
割
再
罫
曾
頃
率
母
軍
鴎
嚇
写
田

野
茎
割
９
号
、
茸
９
回
専
再
■
扣
１
争
嘩
坪
拝
画
の
再
尋

圃
劃
騨
目
’
利
士
、
押
鄭
呼
厚
■
扣
海
藍
闘
倫
ｌ
寺
ピ
ヰ

斡
闘
￥
６
才
割
ｌ
〆
名
ロ
ン
去
緊
園
圭
￥
、
討
害
晶
尋
マ

ー
鼻
１
１
八
６
の
秒
古
十
￥
叱
圀
・
利
１
母
硬
犀
鄭
享

・
醐
歎
閏
ユ
ヤ
五
羽
割
仔
盟
竃

き
ぺ
Ｉ
鄭
呼
号
逐
条
討
御
詠
革
劇
側
圃
虫
工
・
鄭
勺
訂
中

尋
金
工
圭
国
も
吾
厘
壁
関
藤
錘
非
、
イ
零
掬
盈
魂
璽
軍

卒
②
調
蕊
峯
劃
古
璽
十
軍
士
羽
堂
野
褒
離
邪
。
Ｏ
律
９
斗

産
⑦
叫
津
寝
側
。
ｑ
序
才
０
画
塀
脚
碍
邸
遡
の
■
醤
馨
圃

、
涛
鄭
悼
匁
工
感
動
古
呼
十
重
畦
圃
働
ユ
（
工
卿
１
劇
仔
＆

寓
盟
再
日
面
閲
慶
醸
郡
司
塵
飼
咋
・
剥
展
蟹
囲
量
麗
討
牌

図
秒
中
旬
男
■
こ
ぶ
中
鍾
１
母
砥
革
①
画
叩
禦
日
や
噂
皿

図
側
・
剰
塵
男
■
躍
日
）
薗
劇
群
中
図
色
塞
衷
蚤
牢
・
剰

竃
汝
靱
宮
の
￥
轡
卑
唖
１
坪
尊
身
ユ
蘭
、
翠
日
①
古
蕊

・
曾
呼
印
宙
司
の
９
輸
霊

利
罫
関
血
駐
呼
号
睡
琶
、
９
１
句
。
￥
鋤
１
坪
尋
辱
押
璽

靱
の
聯
厩
蓉
・
砥
屡
測
下
司
平
、
利
画
巧
①
魁
の
巷
皇

詞
甦
曾
窪
序
攻
蕃
毎
食
各
氏
年
①
要
目
醸
欝
割
量
憲
司

①
卓
竃
滑
丑
芭
。
秤
曾
守
１
記
■
宰
利
麓
沸
の
醗
毒
河

間
写
り
尋
獅
且
曾
呼
鄭
基
の
Ｈ

導
藍
悶
璃
匙
専
葦
、
，
導
剰
惣
震
首
曾
茸
尊
基
呼
Ｒ
ご
酒

醸
⑦
璃
宜
士
醸
画
弓
司
峯
曇
ユ
ニ
郵
導
勺
ｏ
鋤
嘩
醐
１
句

県
現
羽
司
寅
騨
嵐
■
」
も
嘩
込
寓
廓
既
互
①
「
粛
廓
閏
蕃

群
因
」
司
「
寓
琳
＃
■
」
羽
富
酢
現
県
、
９
ユ
風
相
率
轟

圏
貼
騨
羊
，
屡
轟
劃
要
且
禍
闘
跳
干
四
。
，
嘩
序
避
酵
の

冒
謂
寓
購
科
弐
図
斡
雌
塵
・
＃
壁
四
郎
軍
間
嘩
利
瓦
壬

曾
呼
印
母
序
粟
寿
稗
宰
甦
駒
蜀
■
１
斡
珪
斑
可
斡
赴
四
坪

寓
写
劃
割
、
。
岳
才
の
副
国
利
駒
、
遷
緑
司
御
爪
翠
日

不
土
窮
■
令
圏

展
掴
瞬
翠
日
，
劾
華
浮
尋
窮
狸
の
著
圏
身
宛
湊
丼
画
室

．
Ｏ
曾
導
劃
司
言

詮
蜘
１
勺
趾
肇
尋
剖
胆
鞠
丑
塵
受
ｇ
ユ
溢
牽
肇
葛
廓
写
轡

欝
溢
涛
園
醐
里
の
迅
・
曾
半
再
璽
訓
「
圃
署
踊
曜
毎
」
。
曾

半
県
勘
割
寓
廟
脇
硝
画
一
窮
司
画
砿
璃
智
陥
勘
⑦
才
涯
重

、
利
寓
等
劃
割
の
賎
、
壷
序
可
掴
叩
壁
Ｂ
１
Ｇ
呼
平
句

○
弓
こ
む
オ
司
言
（
画

三
￥
号
ｂ
一
・
困
響
軍
国
百
画
叩
三
暮
両
＠
両
Ｏ
言
室

、
一
二
・
回
悪
軍
国
日
働
爾
碑
⑦
、
町
ｖ
団
￥
、
一
二
・
濟

恥
等
劃
輯
芭
群
目
璃
、
戯
己
⑭
、
画
Ｏ
三
￥
、
￥
一
・
国

響
五
国
、
国
￥
⑭
両
○
三
Ｖ
、
斗
団
。
■
悪
軍
国
零
麗
遁

、
丑
日
①
、
司
盆
ａ
嘩
丑
１
本
尋
室
①
巷
。
曾
酬
１
Ａ
唇

盈
ぺ
る
１
と
》
の
寓
駕
零
画
の
回
零
羽
（
凋
古
三
十
漕
士
》

『
逼
臼
瞬
滋
』
且
可
。
①
寓
裏
川
昼
咽
ご
畔
９
百
⑦
蝕
毎

駒
鷺
Ｙ
⑦
Ｒ
ご
蓉
柳
＃
首
血
牙
葬
恥
叫
工
工
Ｙ
②
Ｒ
ａ
Ｔ

箕
士
剥
雇
、
ｄ
鄭
鄭
訓
才
百
国
土
塀
邸
四
、
利
司
凄
潮
零

画
。
量
目
１
寓
可
冒
曾
、
鼻
五
９
９
噂
包
辺
⑦
「
寓
璽
零

画
蔚
噂
を
、
坪
曾
晩
１
坪
軍
童
劃
鋤
輻
苓
麺
司
零
騨
な
呼

誓
⑦
科
騨
目
詞
駒
、
壷
厚
司
掴
、
理
日
割
仔
才
の
題
阻

晦
震
零
画
“
￥
害
宰
日
三

・
壁
己
ユ
坪
可
言
曾
手
竃
■
割
窪
昏
尋
《
廊
容

写
凋
國
庵
岳
ム
エ
毎
好
一
一
計
。
利
ユ
“
琴
凝
舞
導
・
曾

唖
１
Ｇ
ヰ
マ
嘆
傘
仔
画
■
②
一
寧
ユ
宰
日
海
署
少
鴉
＆

利
（
鴫
宰
圃
馨
墓
の
国
）
ｎ
斗
芽
岳
奔
杢
み
番
〆
司
郡
季

・
勺
宮
零
序
身
薄
《
既
宰
謝
群
華
の
国
）
冒
衝
庵
ｎ
忽
１

匡
岳
竿
為
璃
等
田
野
蓬
の
固
）
鼻
隼
司
奪
早
夢
応
斗
し
好

、
１
勺
司
竃
、
皇
宮
１
軍
宙
ｏ
曾
茸
９
首
再
身
ご
鷺
ら
座

庵
率
。
匡
毎
▲
鑓
共
ペ
カ
ロ
ユ
、
皇
鄭
車
。
Ｒ
嘩
孝
葬
序

レ
が
寺
・
毎
〆
〉
／
宮
、
酌
削
土
屋
。
４
■
参
し
岳
丞
舌

も
竃
創
羽
恐
（
隅
零
国
騨
茎
①
田
）
岳
狩
▲
が
羽
。
曇
斡

菖
、
＆
呼
曹
１
１
弦
河
轟
零
国
②
、
翠
心
＃
鐘
、
冒
鍾

ｏ
段
旬
ユ

呼
牙
言
曾
百
象
蚤
⑦
局
奪
壬
牟
レ
引
侭
率
、
Ｅ
侮
庫
亭
沢

舌
、
七
侭
寺
等
寺
、
縄
岳
回
あ
ぶ
舌
、
秘
①
蚤
。
§
鋤
１

可
茜
零
拝
（
秘
卦
圃
凄
璃
Ｂ
シ
半
竃
母
創
圃
醤
羽
１
母
廷

諄
）
大
谷
色
今
手
久
舌
９
劃
働
帯
の
畢
璃
稗
鼓
⑦
画
中
；

辱
１
劇
騨
麗
肛
ｍ
ｃ
６
碑
１
乙
な
司
僻
の
首
零
⑦
虎
ｆ
４

年
千
八
舌
曾
呼
９
．
局
赴
喜
の
直
窄
剰
尻
歎
（
召
の
斡
昏

古
田
十
項
念
・
『
轟
日
６
，
昌
梓
妓
塵
露
非
ご
曾
半
「
塵

群
篭
目
逼
の
斡
赴
衷
平
可
鰹
亙
訓
卿
囚
写
る
羽
暮
響
．
：
…

、
勺
軍
■
恐
瀞
群
・
羽
晶
曾
皐
司
即
自
＆
軍
零
鉢
＊
」
、
可

群
勁
本
零
尋
押
単
易
画
副
古
三
十
画
士
？
＃
雌
塵
鄭
寧

・
曾
丁
醐
司
Ｑ
ご
磨
創
滋
否
＠

脚
田
閣
葺
署
、
鴎
医
己
噂
晦
吐
９
司
色
９
．
点
司
言
曾
暑

犀
租
一
劃
切
目
⑦
困
轡
軍
国
畿
騨
目
羅
列
苗
昌
の
稗
雄
図

・
項
ユ
寓
嘆
現
編
１
畢
坪
鄭
勺
●
量
守
ユ
呼
覇
１
α
毎
ｓ

科
韓
宙
は
巨
勘
の
国
憂
Ｑ
１
壮
電
棒
の
可
Ｙ
司
斡
首
、
林

亭
瀞
苧
寧
剰
仔
麗
￥
⑦
＃
雌
国
⑦
濟
璃
珂
原
１
句
を

・
曾
醐
１
句
囲
司
「
２
画
１
勺
割
オ
コ
§
４
感
動

可
》
足
蕊
匿
晶
専
鋤
凋
牽
淳
■
。
欝
跨
①
関
田
鞠
暮
謬
の

身
ご
手
轡
の
千
国
」
９
坪
凪
簿
駐
碁
＃
醐
函
尋
潭
宜
討
豆

零
鉢
＊
⑦
ユ
憲
呼
弓
・
・
・
…
。
量
嘩
劃
司
君
曾
手
司
『
稗
璽

の
質
国
』
到
り
司
葦
琴
・
句
易
蘇
臆
曇
司
頃
鄭
の
冨
園

。
ｑ
寺
。
匝
鯵
百
国
。
１
句
可
田
圃
医
洋
②
曽
田
』
母
母

斡
雌
国
。
剰
墜
で
律
写
甲
宰
聾
の
支
理
“
＊
癖
⑦
越
稗
些

国
」
。
羽
（
画
古
一
十
泊
●
さ
『
且
固
唾
＃
』
○
専
茸
尊
基
鱒

文
理
宰
醒
刻
古
一
十
寧
士
、
羽
易
聾
の
斡
吐
困
り
卑
可

ｏ
曾
守
ユ
車
明
雄
署

の

・
図
画
里
の
切
言
圏
ユ
耐
乙
訓
％
洋
平
⑦
田
署
本
国
、
ｇ

￥
、
，
畢
封
呼
受
判
口
才
％
￥
・
一
￥
車
騨
吐
囚
財
士
の
困

署
軍
国
ｖ
＋
三
①
赴
璽
別
畔
冒
・
曾
嘩
司
鞠
雌
謬
・
国
押

％
￥
・
斗
嘩
＠
群
零
、
ユ
（
林
雌
塵
群
仔
哩
￥
）
廓
丘
吾
鐸

（
％
Ｏ
ｏ
延
珂
園
一
￥
曇
一
二
群
雌
国
察
（
％
￥
ｏ
ｖ
ｖ
）

画
嘩
言
三
、
一
三
二
急
時
⑦
再
三
Ｏ
一
宇
￥
三
一
。
可
曾
４

扣
討
諺
呼
会
。
監
守
ユ
璃
趾
轡
涛
〔
％
一
・
二
画
室
浮
三

斡
雌
圃
序
（
％
室
。
￥
￥
）
珂
言
三
重
薗
三
、
急
仔
の

画
￥
璽
斗
。
重
言
遮
皿
利
■
響
響
目
軍
羅
園
唾
母
百
足
郭

車
。
受
律
ユ
璃
雌
響
。
■
再
％
￥
・
牙
呼
杷
与
・
ユ
＃
雌
顧

序
（
％
ｖ
ｏ
二
）
画
二
二
こ
二
笠
林
殿
国
寝
（
％
ｖ

・
室
ｖ
）
珂
斗
０
Ｖ
、
ｖ
ｖ
、
９
骨
＠
国
斗
国
団
、
三
○
一
画

導
呼
匂
囲
ユ
自
必
盤
窄
）
苑
１
列
会
⑦
イ
ー
年
専
芯
。
醐

尋
刺
１
包
容
司
言
量
牟
凄
用
群
▲
が
司
久
云
・
割
皇
身
甦

裏
剥
ぎ
ｌ
午
の
画
、
里
日
朝
，
可
。
，
避
秤
謂
母
言
事
の

午
毎
次
舌
今
▲
毎
コ
孤
云
。
涛
蜘
⑫
羽
砥
赴
函
尋
臨
飴
富

ユ
画
瞳
踊
菖
￥
ｏ
曾
醐
１
こ
迩
可
践
芭
首
巧
専
悼
彊
印
１

Ｇ
コ
。
鴎
阻
薯
画
利
璃
、
畜
序
司
凋
、
里
日
、
呼
匂
で
軍

里
零
画
ご
呼
吾
①
薯
瀞
Ｂ
司
径
臨
画
勺
靭
尋
６
才
、
。

・
曾
啄
押
田
働
鋤

琴
討
卿
陽
ヨ
。
１
可
動
璃
可
鰯
画
仔
国
①
翠
野
、
頻
画
与

国
十
＠
ｍ
昼
￥
４
で
暮
報
歯
慶
仔
三
十
三
羽
１
璃
、
蜜
辱

、
歯
画
仔
三
十
三
羽
ユ
蘭
、
翌
日
・
察
曾
嘩
海
堅
鴎
②
士

畢
６
才
割
姶
蜑
鐸
。
利
宕
の
（
身
辻
詠
譲
吐
四
。
廊
球
圏
〕

●

叫
画
雌
四
展
錘
非
⑦
璃
叩
逼
年
才
習
、
理
日
割
増
尋
簿
。

。
曾
鱒
⑤
百
坪
身
写
４
Ｋ
寺
宕
涯

４
岳
．
辱
辛
士
（
再
亜
雄
四
》
４
Ｋ
毎
歩
、
毒
⑦
鴎
睡
鋳

調
且
、
句
堅
藍
廃
零
画
帯
塑
豆
利
１
ｍ
圃
副
９
斧
。
篭
鋤

１
色
秤
刀
拝
（
恥
字
画
涛
茎
の
里
閏
弘
廊
Ｑ
与
る
置

雌
国
導
二
画
割
御
、
望
日
司
署
覆
毎
判
し
毎
房
司
況
と

三
画
蝕
囲
⑦
周
動
レ
ギ
厚
司
派
士
君
ｘ
曾
涯
今
獅
久
宅

・
岳
厚
み
亡
ｆ
〆
牟
宕
も
卓
Ｋ
６
涯
牟
壱
、
利
込
暑
琶
牟

汀
⑤
百
輿
（
扇
写
臼
田
蒙
閏
“
の
■
）
酎
弘
葛
の
踊
画

、
里
、
理
罰
再
吐
園
の
Ｒ
辱
手
、
久
色
匡
八
舌
、
４
Ｋ
年

多
可
、
〆
定
年
し
津
よ
１
櫛
呼
劃
麓
、
９
噂
画
中
も
４
９

句
呼
噂
？
．
閲
封
司
誼
圃
ｍ
Ｏ
Ｏ
ｖ
海
里
濁
判
１
号
し
拝

よ
の
現
眼
初
、
量
日
。
毎
年
⑬
４
．
曾
聞
１
句
歴
轡
塀
垂

歯
嚇
斡
、
望
畠
背
９
卿
房
再
“
．
鴎
騨
帯
科
轟
爾
圏
、
利

ユ
寓
爪
曾
苓
象
恐
湧
垂
の
痔
剪
郡
士
許
ぺ
ら
瘤
辱
平
軍

ｏ
曾
嘩
ユ
ヰ
喜
弄

尋
騨
画
、
；
ご
諺
詞
騨
＃
厨
、
勺
馨
る
《
画
宜
涛
目
）
○

一
～
（
＃
群
且
）
呼
竃
審
図
巧
厨
寝
侈
魁
￥
⑦
軍
画
９
ユ
頃

、
⑦
郡
４
咽
。
２
坪
９
頓
固
呼
傘
仔
群
曇
な
騨
軍
密
①
零

画
１
週
血
②
曇
綿
△
し
ｗ
弛
稗
城
定
年
寺
“
、
林
殿
醤
縛



保
臣
地
域
を
大
租
顛
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
分
し
、
各
国
ご

と
の
自
然
係
■
塊
域
の
リ
ス
ト
そ
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
田
立
公
国
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
回
で
、
そ
の
定
■

は
、
①
現
在
と
将
来
の
世
代
侭
一
つ
以
上
の
生
閏
系
を
完

全
な
状
恩
で
保
蹟
す
る
、
②
そ
の
亀
壊
の
招
定
目
的
侭
反

す
る
開
発
や
居
住
を
鉢
隙
す
る
、
③
風
屈
と
文
化
に
目
和

し
魚
圃
神
的
．
科
学
的
敏
胃
的
活
動
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ロ
ン
と
観
光
客
の
た
め
の
換
会
の
藷
盤
ぞ
提
供
す
る
、

と
な
っ
て
い
る
．
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
里
の
「
営
逮
轡
公
匡
」

を
窓
威
し
た
定
固
と
い
え
る
。
．

し
か
し
日
本
の
国
立
公
国
は
民
有
館
な
ど
を
含
む
「
埴

域
目
公
園
」
の
刷
度
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
国
立
公
団
の

実
廻
は
こ
の
定
働
に
合
政
せ
ず
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
▽
の
景
例

保
圃
釣
域
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
景
掴
保
堕
地
域
の
定
麟
・

は
、
害
錘
年
に
わ
た
る
人
と
自
然
の
相
互
関
係
鋲
、
そ
の
地

域
庭
画
要
な
民
的
、
生
卸
学
的
あ
る
い
は
文
化
的
画
便
、

と
８
侭
は
高
い
生
物
多
樺
性
な
ど
の
明
破
な
特
徴
を
作
り

だ
し
て
ｇ
た
地
域
で
、
こ
の
よ
う
な
人
と
自
然
の
相
互
関

鋸
鋲
保
全
さ
れ
る
こ
と
が
、
範
域
の
保
画
喫
姐
持
、
発
風

の
た
め
ｇ
わ
い
て
大
切
な
地
域
」
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
日
南
山
鰍
と
夕
懸
山
増
は
ほ
ぼ
全
域

が
国
・
公
有
地
で
、
し
か
も
「
招
定
目
的
に
皮
す
る
開
発

や
居
住
を
排
瞳
す
る
」
尾
と
鋲
実
現
で
ぢ
る
可
龍
性
を
有

し
て
い
る
の
で
、
当
陣
地
域
越
国
立
公
団
と
な
れ
ば
、
日

本
で
は
歓
少
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
亘
型
の
国
立
公
団
と
し

て
、
『
現
在
と
将
来
の
世
代
に
一
つ
以
上
の
生
飽
系
を
完
全

な
状
趨
で
保
塵
す
る
」
こ
と
に
貢
献
で
包
る
こ
と
に
ご
る
。

な
お
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
リ
ス
ト
は
数
律
孝
』
と
に
公
衰
さ
れ
る

が
、
一
九
九
七
年
版
と
二
Ｏ
○
三
年
賦
で
の
日
本
の
国
立

公
固
に
対
す
る
皿
型
と
ｖ
国
の
区
分
に
は
差
興
、
ぼ
ら
つ

ぎ
承
あ
り
、
そ
の
豚
伍
は
定
虫
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。

し
な
し
、
い
ｆ
れ
に
し
て
も
日
本
の
「
地
域
圃
公
国
」
の

て
別
砥
写
し
の
と
超
り
要
圃
い
た
し
ま
し
た
０
別
緩
要
璽

唇
写
し
お
よ
び
嵐
阻
害
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
高
山

尿
と
夕
要
山
地
の
自
儀
的
。
社
会
的
条
件
は
、
日
本
の
国

立
公
団
と
し
て
ｇ
わ
め
て
優
れ
た
資
質
を
有
し
て
お
り
ま

す
○

こ
ご
腿
却
定
さ
れ
る
公
国
予
定
区
域
の
大
麓
分
は
、
現

在
、
北
海
通
知
事
鋲
蟹
麺
す
る
国
定
公
団
と
逆
立
自
然
公

国
で
あ
り
良
す
○
虞
た
日
高
山
風
の
南
漣
に
は
北
海
遠
有

林
鋲
存
窪
し
て
い
ま
す
・
し
た
鋲
っ
て
日
畜
山
風
と
夕
蛋

山
地
を
所
た
な
国
立
公
■
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
鋲
で
ｇ

ろ
か
否
か
は
、
北
海
道
知
事
の
ご
理
解
と
ご
懐
力
を
、
い

か
に
得
ら
れ
る
か
に
大
８
く
か
か
わ
っ
て
ま
い
り
ま
ず
○

北
海
遠
政
で
は
冒
華
と
試
食
要
な
廊
筑
と
し
て
位
低

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
堵
食
北
海
遼
独
白
の
箆
箪

と
按
定
受
舵
事
務
と
の
関
係
ぞ
ど
う
す
べ
ｇ
か
等
の
鳳
画

は
あ
る
で
し
上
う
鋲
、
一
飯
的
に
、
と
く
に
通
外
観
光
審

に
対
す
る
知
名
皮
の
高
さ
か
ら
見
れ
ば
、
国
定
公
田
・
遠

立
自
鰭
公
国
よ
り
因
立
公
国
の
方
鋲
よ
り
商
い
こ
と
ば
明

随
で
す
○
た
鯉
し
国
立
公
国
の
固
光
的
な
利
用
は
、
従
来

の
国
立
公
園
利
用
の
一
節
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
違
路
趣

殴
や
観
光
及
何
醤
充
実
さ
せ
、
団
体
等
塞
体
の
マ
ス
観
光

を
ね
ら
う
の
で
は
な
く
、
別
暖
要
風
嘗
に
屍
し
た
よ
う
に

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
瞭
宙
翁
瑳
鵠
五
ｓ
が
定
穣
す
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
回
画
の
国
立
公
国
も
め
ざ
す
べ
色
と
考
え
て
い
立

す
．
そ
れ
は
知
床
の
世
界
自
然
遮
風
に
対
し
、
北
潤
適
知

塞
鋲
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
も
因
じ
る
も
の
で
す
ｃ

虞
た
北
海
通
有
林
の
笹
理
騒
営
は
、
「
木
材
生
屋
ぞ
目
的

と
す
る
皆
伐
・
択
伐
篭
廃
止
し
、
。
．
・
・
・
・
公
益
性
密
全
面
的

侭
宜
視
し
た
遺
有
林
の
益
働
を
投
進
し
て
い
倉
ま
ず
」

雪
北
海
速
騨
梓
づ
く
り
白
害
』
平
成
十
四
年
版
）
と
い
う

方
向
に
技
本
的
改
軍
鋲
行
わ
れ
正
し
た
．
そ
の
方
針
を
路

虞
え
れ
ば
、
道
腫
地
域
の
違
有
林
の
管
理
姪
君
を
国
立
公

国
の
管
理
竪
営
方
針
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
識
、
「
公
益
性
を

全
団
的
に
宜
視
し
た
道
有
杵
」
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い

と
尋
え
ら
れ
ま
す
。

二
○
０
大
年
一
月
三
十
日

幹
ｇ
撹
冒
川
村
秀
三
郎
榎

Ｉ倉
瓜
生
麗
録

日
高
山
歴
と
夕
盛
山
地
を
薪
た
な
国
立
公
国
仁

揃
定
す
る
こ
と
の
要
画
書

極
妃
に
つ
い
て
肖
鱈
会
で
は
本
日
、
画
境
大
臣
に
対
し

て
別
砥
写
し
の
と
お
り
要
盟
い
た
し
ま
し
た
。
劇
低
要
図

言
写
し
お
よ
び
嵐
切
■
か
ら
関
ら
か
な
よ
う
に
、
日
畜
山

厭
追
夕
彊
山
地
の
自
銭
的
・
社
会
的
粂
件
は
、
日
本
の
国

立
公
国
と
し
て
色
わ
め
て
優
れ
た
資
質
ぞ
有
し
て
お
り
室

た
こ
こ
に
想
定
さ
れ
る
公
国
予
定
区
域
の
大
闘
分
は
、
井

野
庁
所
管
の
国
有
丼
で
あ
り
虫
丁
○
し
た
鋲
っ
て
日
商
山

風
と
夕
蚕
山
地
密
新
た
鞍
国
立
公
■
と
し
て
招
定
す
る
こ

と
瀞
で
さ
る
か
否
か
は
、
国
有
神
当
局
の
ご
困
解
と
ご
箇

力
を
、
い
か
に
得
ら
れ
る
か
に
大
宮
く
か
か
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
『
林
察
白
嘗
』
（
平
皮
十
一
年
厩
）
に
は
、
「
国

有
林
野
の
抜
本
的
改
軍
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
国
宥
林

野
を
『
国
民
の
共
通
財
産
と
し
て
、
国
民
参
錘
に
よ
り
。

団
民
の
た
め
に
』
管
理
運
営
し
、
名
実
と
も
瞳
『
国
民
の

騨
井
』
と
す
る
こ
と
に
あ
る
．
…
…
こ
れ
ま
で
の
木
材
生

厘
に
宜
貞
を
丘
い
た
管
麺
経
甘
か
ら
。
国
土
の
保
全
な
ど

多
く
鋲
ｖ
型
と
な
る
奴
向
の
中
で
、
ｎ
画
の
実
囲
を
釘
え

る
国
立
公
図
鋲
研
し
く
生
ま
れ
る
立
邑
は
大
ｇ
い
も
の
と

い
え
る
。

痙塁 泰斥 “

躯
間
軍
自
然
便
鼠
座
金
（
佐

画
睡
壷
曇
）
は
劉
凰
日
議
山

醗
と
夕
銀
山
麺
建
通
内
γ
か

所
目
の
国
立
公
■
に
銅
軍
す
る

生
ヨ
率
め
ろ
璽
盟
重
電
、
境

貿
林
宙
庁
、
通
に
姻
棋
異
伶

白
竃
山
隠
は
１
９
８
１
年
的

月
、
日
砺
山
駅
翻
寒
国
塩
公
園

（
辺
勿
劃
Ⅱ
Ⅱ
＆
辱
良
夕

頚
山
坤
は
弱
年
呂
舜
璽
嵐
野

芦
別
迩
立
自
然
公
画
（
３
万
５

０
０
０
ｓ
に
壬
通
宝
鞘
輻
奄

回
更
琴
哺
こ
の
山
尾
山
趣

が
と
璽
境
巳
本
に
画
例
の
な

い
氷
河
埠
彩
な
ど
を
含
む
鱈
風

な
趣
史
を
符
つ
樺
湾
で
固
有

函官公園

日
高
山

； 北
海
逆
と
し
て
は
、
こ
の
要
田
の
国
旨
を
踏
ま
え
、
特

段
の
ご
理
解
と
ご
槽
力
を
周
り
虞
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

■
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

の
公
益
的
楓
鯉
の
発
揮
腱
宜
点
を
臣
い
た
管
理
隆
宮
へ
と
駒

転
換
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
毘
遮
さ
れ
、
国
有
林
の

管
理
逼
宮
は
妓
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
虫
し
た
．

こ
の
よ
う
な
華
本
的
転
考
え
方
を
踏
史
え
れ
ば
、
国
民

か
ら
、
日
高
山
原
と
夕
彊
山
地
を
国
立
公
国
に
扣
定
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
星
が
出
さ
れ
、
そ
の
声
が
し
だ
い
に
大

ｇ
く
な
り
、
ま
た
当
陵
地
は
そ
の
資
質
が
あ
る
と
囲
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
要
■
に
そ
っ
て
、
国
有
杯
の
管
現

鉦
営
の
方
針
を
国
立
公
団
の
管
理
速
営
の
方
針
と
一
致
さ

せ
る
こ
と
誼
。
「
国
民
の
鹿
林
』
と
し
て
の
林
野
庁
国
有
林

の
侭
命
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
■
す
。

と
く
に
日
高
山
脈
の
主
畏
節
約
六
万
六
千
ｍ
は
、
林
野

庁
梶
よ
り
『
日
高
山
厩
中
央
駆
廓
井
竺
恩
系
保
塵
塩
域
」

が
殴
定
さ
れ
、
そ
れ
は
国
内
丑
大
の
も
の
で
あ
り
、
史
た

夕
璽
岳
山
頂
郁
約
一
五
０
０
煙
は
、
「
夕
彊
岳
の
高
山
槍
物

寄
及
び
蛇
蚊
埼
メ
ラ
ン
ジ
ュ
密
」
と
し
て
国
の
天
然
凪
念

物
に
扮
定
さ
れ
て
い
泉
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
の
要
亘
の
伍
冒
を
踏
衷
え
、
特

段
の
ご
理
解
と
ご
握
力
ぞ
届
り
虞
ず
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

国
い
申
し
あ
げ
虞
す
。

二
○
０
大
年
一
月
三
○
日

全
海
温
釦
夢
高
智
は
る
み
祖

…
…

令
具
佐
薗
陣

日
高
山
屋
と
夕
銀
山
趣
を
新
た
な
国
立
公
因
に

揖
定
す
る
こ
と
の
要
盟
書

毎
毘
に
つ
い
て
当
畠
会
で
は
本
日
、
環
墳
大
臣
鱈
対
し

張
山
地
指
定
を

環
境
省
や
道
に
要
望

灘，獺誇

蕊霊壼
…●

篝
へ

ロ
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2010年(平成22年)10月5日 火曜日

-基且, 。 宮 毒 闇一
■
新
た
な
国
立
。
国
定
公
園
候
補
地
と
理
由

2010年(平成22年）10月5日（火曜日〕

士号塞謹嶽′闇

函
一霊室 簔斤

畠総箭綴鶴廓
蕊慧霧雲霧
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遍
境
雀
は
４
日
、
新
た
に
掴
掴
定
や
拡
張
で
保
全
を
図
ろ
。

定
・
拡
張
す
べ
き
国
立
・
国
地
元
自
治
体
と
瀕
整
し
、
今
後

定
公
園
の
候
補
地
を
旧
地
域
旧
年
間
で
括
定
・
拡
銀
を
図
ろ

逸
走
し
た
と
発
表
し
た
。
エ
方
針
だ
。

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
流
行
閏
が
管
理
す
る
国
立
公
園
の

で
貴
重
な
自
然
の
利
用
が
急
新
た
な
指
定
候
禰
地
は
、
重
要

増
し
て
い
る
た
め
、
新
た
な
な
議
堀
や
干
潟
が
広
が
る
道
東

国
立
公
園
新
た
に
５
候
補

環
擬
量
定
道
東
湿
地
群
な
ど

》
一
鰄
卿

割
，
《
］
一
職

剛
一
忍
撫
軸
一

雛
鳥
〆
｜

》
ゞ
。
．》

脆融翼

灘鐵溌

＝ 警域

§蕊霊
溌鱸噌

嘗~蕊篝

内
３
カ
所
が
候
補

匝
・
国
定
公
園
の
指
定
・
拡
張

断
鯛
縮
定
・
臆
張
嬢
補
地

園
立
画
定
公
圏
の
迩
内
の

国立･国定公園

6候補地を発表

１
Ｊ
凸

生物多様性､基準に

環
境
省
は
４
日
、
新
た
芯
国
立

公
剛
の
掴
定
侯
捕
地
と
し
て
塵
奥

間
溌
閏
沿
陰
海
域
（
沖
細
県
）
な

ど
５
地
域
を
、
国
定
公
園
の
候
補

地
と
し
て
由
良
川
・
桟
川
の
上
中
・

流
域
（
京
都
府
）
蓬
発
表
し
た
Ⅱ
一

表
。
従
来
の
選
定
で
は
地
形
な
ど

が
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
初
め
て

生
物
の
毛
致
建
を
奉
準
に
し
だ
。

関
係
自
治
体
と
の
調
整
は
こ
れ
か

ら
に
な
る
が
、
菱
壌
街
は
『
加
年

や
抵
亜
が
必
要
な
地
域
と

し
て
全
国
鴫
ヵ
所
醤
公
表

し
た
。

・
逝
内
で
は
、
国
立
・
国

定
公
園
の
新
規
抱
定
、
ま

た
は
拡
張
隆
補
に
、
日
高

山
脈
醗
裳
国
定
公
園
を
含

む
「
日
商
山
脈
・
夕
張
山

地
』
、
知
床
国
立
公
園
を

含
む
「
知
床
半
島
華
部
」
、

釧
路
湿
原
国
立
公
園
懇
含

む
「
道
東
湿
地
群
」
の
３

カ
所
が
週
ば
れ
た
。
い
ず

■
■
■
■
ｐ
閃
ｈ
ｌ
Ⅱ
８
．
’
４

－

湿
地
群
（
北
海
道
）
、
氷
河
時

代
の
地
形
が
残
る
日
商
山
脈
・

夕
眼
山
地
（
同
）
、
多
く
の
固

有
粗
が
生
息
す
る
奄
美
群
墨

（
鹿
児
島
県
）
と
や
ん
ば
る
（
沖

縄
県
）
、
広
大
な
サ
ン
ゴ
磯
が

広
が
る
磨
興
卿
鮪
島
揖
岸
海
域

（
間
）
の
５
地
域
。

都
道
府
県
管
理
の
国
定
公
園

の
釿
規
指
定
候
補
地
は
、
ス
ギ

の
原
生
林
が
分
布
す
る
由
良
川

と
桂
川
の
上
中
流
域
（
京
都
府
）

れ
も
動
植
物
に
希
少
種
や

固
有
種
な
ど
が
み
ら
れ
、

「
傑
出
注
の
商
い
地
域
」

と
課
価
し
て
い
る
。

道
外
で
は
、
新
た
な
国

立
公
園
の
侯
禰
と
し
て
、

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
と

い
っ
た
固
有
種
が
生
息
す

る
奄
美
群
島
（
鹿
児
島
県
）

な
ど
が
入
っ
た
。

今
回
の
見
直
し
は
、
名

古
屋
市
で
今
月
賜
日
か
ら

卵
く
生
物
多
極
性
条
約
第

以
内
に
す
べ
て
の
候
補
地
の
指
定

老
目
揃
す
」
と
し
て
い
る
。

政
府
は
今
回
、
こ
れ
ま
で
呼
価

の
対
象
だ
っ
た
麹
形
や
自
然
銀
観

に
加
え
て
、
生
物
多
様
性
の
垂
か

さ
も
検
肘
対
象
に
し
て
候
補
地
を

絞
り
こ
ん
だ
．
６
地
域
の
う
ち
、

道
東
湿
増
群
は
国
立
公
園
で
な
く

国
定
公
園
に
掴
定
さ
れ
る
可
能
性

も
○
ま
た
、
す
で
に
国
定
公
園
に

摺
定
さ
れ
て
い
る
日
商
山
罪
は
、

な
少
了
弛
域
。

現
行
の
国
立
公
園
や
国
定
公

園
の
招
定
地
域
を
拡
張
す
べ
き

候
柵
地
は
、
知
床
半
島
（
北
海

道
）
や
三
陸
海
岸
（
青
森
、

岩
手
、
宮
城
各
県
）
な
ど
脚

地
域
。
道
粟
湿
地
群
は
ほ
か

に
、
国
定
公
園
の
新
規
掘
定
な

ど
２
項
目
の
侯
禰
地
、
日
商
山

脈
・
夕
銀
山
地
は
国
定
公
爾
の

拡
亜
侯
柵
地
と
し
て
も
通
ば
れ

た
。

而
回
締
約
顛
会
鰹
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
叩
）
に
向
け
、
政
府
の

種
種
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
狙
い
が
あ
る
。

描
定
さ
れ
る
と
開
発
が

規
制
さ
れ
る
た
め
、
今
後

加
年
か
け
て
地
元
自
治
体

や
土
地
所
有
譜
ら
と
調
整

す
る
。

潔
境
省
は
画
要
な
生
恕

系
な
ど
を
保
全
す
る
観
点

か
ら
、
全
国
の
８
３
５
地

域
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
さ

ら
に
①
国
立
・
国
定
公
園

に
含
ま
れ
ず
保
藤
体
制
が

で
き
て
い
な
い
②
貴
重
な

固
有
種
が
集
中
し
て
い
る

Ｉ
な
ど
を
華
牽
と
し
、
絞

り
込
ん
だ
。

区
域
鉱
大
に
か
え
る
可
能
生
な
ど

が
致
さ
れ
て
い
る
。

既
存
の
国
立
、
国
定
公
園
の
面

駁
も
広
げ
る
方
針
だ
．
匿
立
公
園

の
拡
大
険
禰
地
は
知
床
▽
陸
中
海

津
▽
南
ア
ル
プ
ス
▽
白
山
▽
吉
野

順
野
▽
瀬
戸
内
海
▽
霧
島
屋
久
▽

西
塞
石
垣
。
国
定
公
園
の
鍾
大
侯

抽
地
は
、
佐
渡
弥
震
米
山
▽
愛
知

商
原
、
飛
騨
木
曽
川
▽
三
河
湾
▽

壱
岐
対
馬
。
（
畳
室
由
希
子
）


